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松尾先生、二宮先生

CC.委員各位

日本機械学会の小泉です。

いつも世話にな 2008っております。

さて、内閣府男女共同参画局から、添付の依頼がきております。

昨年は女子中学生・高校生のための行事を企画しましたので、

共催団体として登録いたしましたが、本年はいかがいたしましょうか？

女子中学生・高校生のための行事の企画を行いませんので、

協賛団体として協力と回答してもよろしいでしょうか？

なお、キャンペーンへのリンクは設置済みです。

また、以前先輩からのメッセージに前委員の小林祐子氏と石井美恵子氏が

コメントを寄せてくださいました。

☆今年はどうする？

今年の取扱いについて、ご検討ください。

回答期限は６月３０日（月）ですので、２７日（金）までに

ご意見をおとりまとめいただけると助かります。

よろしくお願いいたします。

2008 年度日本機械学会年次大会 市民対象行事 

 「 機械道の歩み方 

  ― 太郎と花子のキャリア形成 ― 」

企画部門： Ladies' Association of JSME 

 私たち，Ladies' Association of JSME は機械工学分野における女性研究者・技術者の活動

を支援し，女性会員の増強を図ることを目的に，2004 年 10 月に発足しました。 

 発足以来，女性フォーラムや，女子中学生・女子高校生を対象とした見学会を企画してまい

りましたが，本年は，年次大会市民対象行事の一つとして，パネルディスカッションを企画い

たしました。私達女性が，機械工学を学んだ後，就職し働き続けていく過程には，いろいろな

キャリア形成の道があります。 

 今回は，様々な年代のパネリストの方々が，経験談を交えながら，キャリア形成について討

論いたします。男女を問わずみなさまのご参加をお待ちしています。  

 

   日時：2008 年8 月4 日（月）10:00～12:00 

  場所：横浜国立大学 教育文化ホール大会議室 

    交通：下記ＨＰをご参照ください 

      http://www.jsme.or.jp/2008am/doc/access.html  

 

       座長／司会：松尾亜紀子（慶應義塾大学） 

       パネリスト（順不同）： 

山根 一人 氏（(株)本田技術研究所）， 山田 純 氏（芝浦工業大学）， 

高原 珠音 氏（(株)東芝 デジタルメディアネットワーク社）， 

渡邉 恵子 氏（(株)日立製作所）， 仲俣 千由紀 氏（(株)IHI )  

 

   この行事は年次大会行事の一環ですが、この行事のみに参加の場合は参加費無料です。 

   事前登録の必要もありませんので、直接会場にご来場ください。 

 

 

          【問合せ先】 

           〒160-0016 東京都新宿区信濃町 35 番地 信濃町煉瓦館 5階 

社団法人 日本機械学会 Ladies' Association of JSME 担当：小泉真理子

          電話 03-5360-3504／FAX03-5360-3507  E-mail: koizumi@jsme.or.jp 


